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全
国
の
消
費
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
う

ち
、
２
０
１
１
年
は
ア
ダ
ル
ト

情
報
サ
イ
ト
に
関
す
る
も
の

が
相
談
件
数
の
１
位
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
相
談
事
例
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
で
動
画
を
見
る
た

め
に
、指
示
ど
お
り
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
ら
請
求
画

面
が
消
え
な
く
な
っ
た
」、「
無

料
だ
と
思
っ
た
の
に
異
常
に
高

額
の
請
求
を
受
け
て
い
る
」
と

い
っ
た
も
の
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
可
能
な

機
器
が
、
パ
ソ
コ

ン
だ
け
で
な
く
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

携
帯
型
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
な
ど
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
も
、

相
談
件
数
の
増
加

の
一
因
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

韮
山
反
射
炉
を
含
む『
九
州
・

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産

群
』は
、
平
成
21
年
１
月
５
日
に

国
内
の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に

追
加
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺

産
候
補
と
し
て
、
日
本
国
か
ら
ユ

ネ
ス
コ
に
推
薦
さ
れ
る
た
め
に

は
、
ま
ず
こ
の
国
内
暫
定
リ
ス
ト

と
い
う
世
界
遺
産
候
補
リ
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦

さ
れ
る
た
め
に『
推
薦
書
』が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
同
遺
産
群
の
推
進
協
議

会
で
は
、
こ
の
推
薦
書
を
作
成
中

で
す
。
推
薦
書
に
は
、世
界
遺
産

と
な
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
い

う
証
明
や
、
そ
の
遺
産
に
つ
い
て

万
全
の
保
護
措
置
が
取
ら
れ
る
こ

と
を
約
束
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
ま
す
。
そ
の
推
薦
書
が
、
推
進

　

秋
も
深
ま
り
、
地
区
で
は
秋
の

祭
典
や
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
催
さ

れ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
は
、
気
の
緩
み
か
ら
無
理
な

道
路
横
断
や
信
号
無
視
を
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。

　

交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
平
成
22
年
に
発
生
し

た
歩
行
者
の
死
亡
事
故
の
う
ち
、

ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

53〇
（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

　

も
し
も
こ
の
よ
う
な
被
害
に

遭
っ
た
場
合
は
、
そ
も
そ
も
法

的
に
は
請
求
さ
れ
た
金
額
を
支

払
う
必
要
が
な
い
場
合
も
多
い

の
で
、
安
易
に
支
払
い
を
し
た

り
、
住
所
・
氏
名
な
ど
の
個
人

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
安
全
性
の
確
認
も
な

い
ま
ま
、
安
易
に
指
示
に
従
っ

て
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ちょっとした下心の代償が高くつくことも…

問 

世
界
遺
産
推
進
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
５

第７回
韮山反射炉、世界遺産への道

協
議
会
か
ら
国
に
提
出
さ
れ
る

と
、
そ
れ
を
元
に
さ
ら
に
国
の
関

係
機
関
で
内
容
が
検
討
さ
れ
ま

す
。
検
討
の
結
果
、
条
件
が
整
っ

た
と
判
断
さ
れ
た
資
産
候
補
に
つ

い
て
日
本
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
に
推

薦
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
推
薦
書
は
、
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機

関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス（
国
際
記
念

物
遺
跡
会
議
）
が
調
査
し
ま
す
。

産
業
遺
産
は
特
に
専
門
知
識
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
テ
ィ
ッ
キ（
国

際
産
業
遺
産
保
存
委
員
会
）と
い

う
機
関
が
審
査
に
関
わ
り
ま
す
。

調
査
を
終
え
た
候
補
資
産
は
、
年

に
１
回
行
わ
れ
る
世
界
遺
産
委
員

会
で
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登

録
の
可
否
を
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

同
遺
産
群
は
、
平
成
27
年
度
の

世
界
遺
産
委
員
会
で
の
登
録
を
め

ざ
し
、
現
在
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

巡
回
交
通
事
故
相
談

！

交
通
指
導
員
会
か
ら

！

　

県
の
相
談
員
が
、
交
通
事
故
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

ま
す（
相
談
無
料
）。
希
望
す
る

人
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
28
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
伊
豆
長
岡
庁
舎

　
　
　
　
（
１
階 

相
談
室
）

最
も
多
い
事
故
形
態
は
、『
直
進

中
の
自
動
車
と
の
事
故
』
で
す
。

ま
た
、
自
動
車
直
進
中
の
歩
行
者

事
故
は
、
致
死
率
が
高
い
事
故
形

態
で
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
不
幸
な
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
歩
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
夕
暮
れ
や
夜
間
に
は
明

る
い
服
装
や
自
発
光
式
の
反
射
材

が
有
効
で
す
。
自
分
の
安
全
は
自

分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

危
険
を
予
測
し
た
行
動
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
も

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

曲がり角　とび出さないで　危ないよ
　　　　　　　　髙

たか

木
ぎ

　麻
ま り

吏（長岡南小）

とびだすな　車はもうすぐ　目の前に
　　　　　　　　柴

しばやま

山　博
ひろのぶ

恒（韮山小）

横断歩道　みんなでなかよく　手をあげよう
　　　　　　　　岡

おか

野
の

　凌
りょう

大
た

（大仁小）

交通安全標語コンクール優秀作品

あなたもまちの捜査官！犯罪捜査にご協力を
■指名手配被疑者の検挙にご協力を！
　平成 24 年８月末現在、全国の警察から指名手配さ
れている者は、約 900 人です。
　あなたの近くにいませんか？人目を気にしてヒソヒ
ソと生活をしている人など、おかしいなと感じたら、
警察に通報してください。
■聞き込み調査にご協力を！
　聞き込み捜査で捜査員がお伺いした際には、積極的
なご協力をお願いします。
■全国の警察が総力を挙げて追跡調査中！
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定したうえ
で、11月中に全国警察の総力を挙げて追跡調査を行う
こととし、被疑者の早期検挙に取り組んでいます。不
審な車両を見かけた時は、フルナンバーをメモしたり、
おかしいなと感じた時は、ささいな情報でもすぐに警
察へ通報してください。

問  大仁警察署  刑事課　☎ 0558-76-0110

消費生活相談日　毎週月・金曜日（※例外あり）各 9：00～ 16：00　問  観光商工課　☎ 055-948-1480

韮
山
郷
土
史
料
館
で
は
、『
代

官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

江
川
家
の
歴
史
と
代
官
か
ら
の
手

紙
〜
』を
開
催
中
で
す
。

　

平
安
時
代
末
期
の
武
将
宇う

の野
頼よ

り

親ち
か

を
初
代
と
す
る
江
川
家
は
、
９

代
親ち

か

信の
ぶ

の
時
に
、大や

ま
と
の
く
に
う
の

和
国
宇
野（
現

在
の
奈
良
県
五
条
市
）か
ら
伊
豆

国
八や

牧ま
き

郷ご
う

に
移
っ
て
き
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
以
後
、
代
々
韮

山
に
居
住
し
、
21
代
英ひ

で

信の
ぶ

の
時
か

ら
、
江
川
と
称
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
の
江
川
家
は
、
北
条

早
雲
の
代
か
ら
後
北
条
氏
に
仕
え

ま
し
た
が
、天
正
18
年（
１
８
９
０

年
）の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原

攻
め
の
際
、
28
代
英ひ

で

長な
が

は
徳
川
家

康
の
旗は

た
も
と本

と
し
て
韮
山
城
攻
め
に

加
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
功
も
あ

り
、
慶
長
元
年（
１
５
９
６
年
）

に
代
官
に
任
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
罷ひ

免め
ん

さ
れ
た
時
期
が
あ

る
も
の
の
、
38
代
英ひ

で

武た
け

ま
で
江
戸

幕
府
の
韮
山
代
官
職
を
世
襲
し
ま

し
た
。

　

代
々
韮
山
代
官
を
務
め
て
い
た

江
川
家
に
は
、
代
官
役
所
関
係
文

書
を
中
心
に
約
６
万
点
の
貴
重
な

資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
展
示
で
は
、
そ
こ
か
ら
わ

か
る
江
川
家
の
歴
史
と
歴
代
代

官
の
手
紙
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
資
料
の
中
に

は
、
文
政
４
年（
１
８
２
１
年
）

の『
韮

に
ら
や
ま
だ
け
さ
し
つ
か
わ
し
そ
う
ろ
う

山
竹
差
遣
候
名な

ま
え
ち
ょ
う

前
帳
』

の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
韮

山
竹
＊
１
は
、
秀
吉
の
小
田
原
攻

め
に
同
行
し
た
千

せ
ん
の
り
き
ゅ
う

利
休
が
、
江
川

邸
内
の
竹
を
用
い
て
『
園お

ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
＊

２
』と
名
付
け
ら
れ
た
竹た

け
は
な
い
れ

花
入
を

作
っ
た
こ
と
か
ら
、
茶
道
の
世
界

会　

期　

平
成
25
年
３
月
３
日（
日
）

　　　　　　　
ま
で

時　

間　

９
時
〜
16
時
30
分

休
館
日　

毎
週
水
曜
・
年
末
年
始

問 

韮
山
郷
土
史
料
館

☎ 
０
５
５（
９
４
９
）４
１
２
７

韮
にらやまだけさしつかわしそうろうなまえちょう

山竹差遣候名前 帳
（江川家蔵）

＊
１
韮
山
竹
：
現
在
も
江
川
邸
内
の

　
　

池
の
畔

ほ
と
り
に
自
生
す
る
真
竹

＊
２
園
城
寺
：
千
利
休
作
の
竹
花
入
。

　
　

胴
に
二
節
を
と
り
、
上
部
に
窓

　
　

を
設
け
、
正
面
に
雪
割
れ
が
二

　
　

節
生
じ
て
い
る
。『
園
城
寺
』
　
の

　
　

銘
は
、
こ
の
雪
割
れ
を
園
城
寺

　
　
（
三
井
寺
）の
割
れ
鐘
に
見
立
て

　
　

た
も
の
。

＊
３
御
三
卿
：
徳
川
将
軍
家
の
親
族

　
　

で
、
家
格
は
御
三
家
に
次
ぐ
。

　
　

田
安
・
清
水
・
一
橋
の
三
家
が

　
　

あ
る
。

      代官からのメッセージ
～江川家の歴史と代官からの手紙～
その 89

問 文化振興課  文化財係
☎ 055-949-8609

で
は
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。『
名

前
帳
』
か
ら
は
、江
戸
時
代
に
も
、

韮
山
竹
を
求
め
る
人
々
の
多
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
特
に

写
真
の
部
分
か
ら
は
、
御ご

さ
ん
き
ょ
う

三
卿
＊

３
の
ひ
と
つ
で
あ
る
田
安
徳
川
家

に
韮
山
竹
三
本
を
送
っ
て
い
る
こ

と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
『
韮
山
』の

焼
き
印
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
数
多
く
の

興
味
深
い
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ご
来
館
の
う
え
、
ぜ
ひ
直
接

ご
覧
く
だ
さ
い
。

反射炉応援団
会員募集中！

11月11日（日）消防
フェスタに、応援
団のブースを出展
します。


